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彦根市では、令和 5 年 11 月に部活動地域移行の方向性や課題、児童生徒や保護者のニーズ等の実態を調査し、今

後の取組の基礎資料とすることを目的として、市内の小中学校教職員、小学校 5、6年生、中学校 1、2年生およびその保

護者を対象としたアンケートを実施しました。今回はその調査結果をもとに、今後の彦根市の地域移行の取組について考

えていきたいと思います。 

 

【その① スポーツ・文化活動のニーズについて】 

 まずは、それぞれのアンケートから中学生のスポーツ・

文化活動のニーズについて分析していきます。小学校

5、6年生に「中学校の部活動に入ろうと思いますか。」の

質問には、約７割の児童が「入りたい」と回答し、「入りた

くない」と回答した児童は 1 割にも満たない結果となりま

した。保護者への質問では、約 8 割が「部活動に所属し

てほしい」と回答していることから、学校部活動に対する

ニーズは高いと言えます。 

 

 

 部活動に入る理由としては、小中学生ともに「楽しく

活動するため」が最も多く、保護者へのアンケートでは、

「友達、仲間とのつながりのため」が最も多い結果とな

りました。 

これらの結果から、部活動に多くの方から求められ

ているものは、高い競技性ではなく、楽しく活動できる

居場所づくりであると考えられます。 

 

 

 一方、「休日の部活動がなくなった場合、地域で行

われるスポーツ・文化活動に参加したい（させたい）で

すか。」の質問に対しては、小中学生ともに約 4 割が

「参加したくない」と答えており、その理由として半数

以上が「休日は活動したくないから」と答えています。 

この結果から、休日のスポーツ・文化活動について

は、、自由に参加するかどうかを選択できるような体制

整備が求められていると言えます。 

 

 

 

 

 

彦根市立中学校の部活動地域移行通信 

 中学生の部活動（スポーツ・文化活動）に対するニーズは非常に高く、持続
可能なものにしていく必要があるが、その在り方については、競技性よりも、
仲間と楽しく活動できることが求められている。 



【その② 地域スポーツ・文化活動に対する費用負担について】 

 次に、地域スポーツ・文化活動の保護者負担につい

て、いくらまでを妥当と考えられるかを質問したところ、

小学校保護者、中学校保護者ともに「月額 3,000 円ま

で」が最も多い結果となりました。傾向として、中学校の

保護者は、比較的安価を希望されているのに対し、小

学校の保護者は「月額 5,000 円」という意見も多い結果

となりました。 

費用負担を理由として、休日の活動に参加させたく

ないという意見は少ないことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

【その③ 教職員のスポーツ・文化活動へのかかわりについて】 

  最後に、教職員向けのアンケートの結果を見てみると小学校の教職員のうち、約 17％が条件によっては専門性を生か

して中学生のスポーツ・文化活動にかかわってもよいと考えていることがわかりました。また、中学校教員に向けたアンケ

ートでは半数以上の教職員が部活指導にやりがいを感じていると回答しており、約 8％はこれからも休日のスポーツ・文化

活動にかかわりたい、約 28％は条件によってはかかわってもよいと回答しました。これらの結果から、地域の指導者として

教職員の参加も一定数期待できることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 子どもたちにスポーツ・文化活動をしてほしいという思いをもつ保護者は多
いが、保護者負担は月額 3,000 円までが妥当という意見が多い。 

 指導体制や報償費など、条件を整えることで、教職員が地域の指導者として
中学生の休日スポーツ・文化活動に関わっていくことも考えられる。 

【問い合わせ連絡先】 

彦根市地域スポーツ・文化クラブ活動整備推進協議会 

（事務局）彦根市教育委員会学校教育課 0749-24-7973 


